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【はじめに】プラスチックシンチレータの特徴として，高速なシンチレーションの減衰，低い有

効原子番号，および高い加工性と可塑性が挙げ

られる．特に，高速応答性を有するという特性を

利用し，例えば同時計数の高い時間分解能が達

成されている．例えば，高エネルギー光子の高時

間分解能計測を必要とする用途を考慮する場

合，プラスチックシンチレータにおいてネック

となるのは，低い有効原子番号と，比較的低いシ

ンチレーション収率である．我々のグループで

は，低い有効原子番号については，重金属酸化物

ナノ粒子の添加という有効な克服法を見出した

[1]．一方で，シンチレーション収率の向上につ

いては，試行錯誤による材料探索以外の有効か

つ合理的な手法が存在しない．そこで，本研究で

は，シンチレーションの基礎過程に立ち戻り，そ

の解析を通じたシンチレーション収率向上策を

確立することを企図した．本講演では，パルス電

子線照射直後の過渡吸収分光を通じ，プラスチ

ックシンチレータ中での励起状態の緩和と移動

に関する過程を解析した． 

【実験】市販の高エネルギー光子計測用プラス

チックシンチレータである EJ256 と，我々のグ

ループで作製したプラスチックシンチレータで

あ る ， ポ リ ス チ レ ン -b-PBD (2-(4-tert-

Butylphenyl)-5-(4-biphenylyl)-1,3,4-oxadiazole) 系

を，試料として用いた．ナノ秒からマイクロ秒の

時間スケールでの過渡吸収分光を，阪大産研の

電子線ライナックを用いて行った． 

【結果と考察】図１および図 2 に，EJ256 のナノ秒およびマイクロ秒領域での過渡吸収スペクト

ルをそれぞれ示す．いくつかの吸収帯が観測され，そのうち 1000 nm 付近のもののみ，ナノ秒か

らマイクロ秒領域での減衰を示し，それ以外の吸収帯では，マイクロ秒までではほぼ減衰が観測

されなかった．このことは，これらの吸収帯に対応する励起状態や電荷分離状態が，シンチレー

ションの生じる時間スケール（ナノ秒程度）を大幅に超過し，残存していることを示す． 

 [1] F. Hiyama et al., Jpn. J. Appl. Phys., 57 (2018) 012601; F. Hiyama et al., ibid, 57 (2018) 052203. 

 

図 1 EJ256 のナノ秒領域での過渡吸収スペ

クトル 

 

図 2 EJ256 のマイクロ秒領域での過渡吸収

スペクトル 
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